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アジア・大洋州地区国際電子顕微鏡会議を中心として

一本稿はアジア大洋州地区国際電子顕微擁会議且織委貝長であった谷教

　　授（本所所員）に特におねがいしたものである（編集委員）一

谷

　アジア・大洋州地区国際電子顕微鏡会議が昨秋10A

24日から27E］まで東京都丸の内産経会館国際ホールで

開催された．二の会議には海外から30名に近い参加者

を得て賑やかに行われたにも拘わらず会議の対象の地味

なことにもよる〃二求り華やかには紹介されなかった・し

かしこの会議には電子顕微鏡の創始者であり，また，電

子顕微鋭国際連合の会長であるE・Ruska教授の参加を

初めとして米国から著名な研究者5名，ソ連欧州地区か

ら6名の参加があったりして実質的には国際会議といっ

て恥かしくない内容をもち得たのである・

　この会議は電子顕歓鏡学会国際連合（以下電顕国連）

のおもな国際行Fの一つであって，この年の9月Stock－

holmお．よびNew　Yorkで開催されたi欠州地区および

アメリカ火饅地区の地区会議に続いて行われたものであ

る・この≦、」1の開llilは一［1’F年5月電顕国連の総裁であっ

たB，von　Borries教授がオーストラ1．［アの賛同のもと

に日本電予『’．．””／／　’t．ムに尋し二の会議の開催方を目本に

イ支頼した二上．二．にるものである．

　当時端．者がロイ亘子顕｝！汝凱学会長の任にあったが，こ

の依頼を引受げろかどうかについては暫く決心がつかな

かった・費用をでぎるだけ切り詰めるとしても300万円

は下らない・Lかも学会は小さくて貧しい．日本学術会議

に一仁催をお願い＋ることも考えたが，同会議ではそれと

密接な関係にあるInternat三〇na【Corporation　of　Scien－

tific　Union（1，　C．　S．　U）とっながりのある開際会議の主

催で手一・杯でそれ以外の会議までには手が回り兼ねると

のことで国M，，，，らの補助も望めなかった．結局頭を下げ

て寄付金をお願いして回るほかない・それに数々の雑務

など考えるととうてい引ぎ受ける気にはなれなかった．

しかし電子顕徴鏡学会としては数々の困難を予想しなが

安　　正

らも，次のような事情を考え合わせて決斤する．二とに

　した．

　われわれ日本の学会と欧米の学会とのつながOは割合

に密で，研究者相互の情報の交換も盛んであるし．，お互

に知見も少なくない・学会の英文誌は毎号3DO余も海外

に送っている．ところがアジア地区の研究者についてわ

れわれはほとんど知らない．ところでB．von　B。rries

教授からの通信によるとインドとかインドネシ了なビで

相当な数の電子顕微鏡的研究があり，その研究者，D名de

挙げている・そしてこれらの研究者についてに日本でに

誰も知っていない・また彼等も日本の研究につし．てぱ知

っていないらしい・要するに同じ地区に住む研究智問に

全くつながりがない・また，研究面を別として少L藺売

じみた話になるが，見逃がせないことは口本製乃電干顕

微鏡についてのアジア各国の認識不足の点でlt、ろ．本邦

製品の優秀なことは欧米各国でつとに知られで．・ろ．憂

秀な庵子顕微鏡が製作せられるとい5ことは同侍に裏仕

1＋としてQ多くの優れた研究の存在を意味して、．る・王

ころでアジア諸国に眼を転じるとどうであろう．二の地

区には日本および中国を除いて10台近くの電ttsEぐ責

があるが，．その中には本邦製品が一台も含ま2LてL．念

い．性能が高くてしかも．廉価な本邦製品がで薩，る．

　要するにH本の電子顕微鏡研究がぜんぜん看1：㌔H国．こ

知られていない．

　これらの点を考え合わせるならば，地区国陪：．二巖｛弓丁」

催により1数は多くないか知れないが，この堆区のF寛

著との直接の接触を促すこともわれわれ1二与え羽流楼

命と皆え地区国際ま議を引受汁たわけである，

　なおこの会議の口程は次のようであった，

10月24日1水）午前　開会式および故ボ1・1エ．て教lL

　　　　　　　　　　’「寧演説　特別招待識r

10月25日（木）午前　電．子光．…閏係講｝寅

　　　　　　　午後　電子顕微鏡と試料製作の議：．

10月26日（金）午前　医学生物学への応用（ベクテIJ

　　　　　　　　　　ア，ウイルス）

　　　　　　　午後　　　　・’　　　　　（紅織学｝

10月27日（土）午前工業．．ヒへの応nl

　　　　　　　　午後　閉会式

また、会議に海外からの主な参加者としては次のようk

頑触れがあげられる．
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E．Ruska　．勢ピ受　〔Fritz　Haber／1．il：．／，’／1　Fi　’］

H．Herman　IC8rl　Zeiss；

H．S．　Bennett教1～：Washington　i〈’」り

F．Bishop牧．i．三：Culiforniu　．1／一，D．H．．Moor

．，St　I　Columbia　lこ．i，N・M・McLang　敦

　ICansnt，　「：1．，M．　Sanders　折と！1’　〔Mi－

：dTnl　．．「．　．1

V．G．；ilコワ．，IMI　モ瓢コ．」・　「tン．t』1：

聡宵」，A．　E．　ケIlス教手．21モー〈コH7電II！眞研

だ．：｝’ぐ⊥わ，V，M．・しキ．．ノ・hf．・’ti’1：

「モスコウ物F靴・j－・・1；r院「．．i’　・．v・v・1　’l／・．

ン汰．’：lii　rモスコウ，ラジt｛－T／．｛三：Pi：，G，0，

ベクテrキヤンツ1111士〔レニン7．一〉－F）「二

．≧研究1㈲，B．　F．フニデ1竹定1・Ii〔モスコ

ウラジオ工引ン［1

ノ∫心． u教投’　lil］ヒ［：1．1与士・，i村こ博．．i：〔「．1「1E／．1

F十j，，1．，L）陽蔵雄享之・授〔h雄医ご1三：1．／e

B，Praka・hi教授（ゴン睡1・二1珊究卵，S・

M．　Sirsat　匠じ1・［！　（　「　ン　 ドII1り乏f［xEJ’F」∫t．折）

　　Th，　G．　F，　ShDon教授〔ゴム研プビ所1｝！；

媛）J．Holtz教授（インドネシア大学〕

第2図　総合試験所にて1939年筆苫の設計にヵ・か

る静霊型電子顕徴鏡たはさ〆．でRuska劉・授と竿、」．

　　共産圏学者の入国について

　二1．．，地1く：＿li．ミに・ノ11rj…II．．・仁び1「rl1そ地［＜のlrl：死呂をも招

・…すべきかごうかに・｝／、．r一に，1・．ろ［・．ろ意Llもあったん．1

う1：1｝局｝1．il・ll…一圭一♪：，二三にL／’；・それは・［：fl｛年斗（1［Lた「lilkカ・

ら｝／．1．i；1’i’　．F『・．∵：li・「［1．…一仔と・り話に幽．る．ヒ，中」1：．において

｛、ll；：∫写1轍ll・L石ll竃に多細）1．1心をもケ・二・’）地区Ill際去1；ll

．：．ひ出・Lit’L／一こいヒ・）二．ヒであ・・たL．1支たソ1・Ill！i！に．：i

㌧．℃：1・rl・龍鎚．；：舵ゴ亡が行われ．〔1．・る：とに．一般に信・lt「

らね．⊂いイ／，t二／，．：．ts　・．，㌧かFプ．：ある・そAvr：・iii．．迷二の

哲．」．：）”tする人1匡i’1’i：IIJ〔つqil〒占を行’㌧・その後は1匁宥「匡目

紙Lを賑わLたにうに，政｝台llil題にからな．：々〔り…［解と
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粂1艮、之1｝演，［陵，．d二，†塩こ肩．．：il．　il．、」擁訟．．．：1ニミ・1点

才’til∫1二k［〕，　・つ1．．；ニソ．1藍6名lill匡i5舌　　「、．．1．．．．’．『す■「1

たノソー．－S－．る．　・ノ」⊥り」∠｝合はli』ノ「：（：；；募も妻二ま「：．戸ζ1－一〔・

た折ピC’，i，；rKsスムースにltt，i’・翻お硫み1」申．広レ1．．；

r」訴決定L，電報を打一）たのは10［2011であ．）た・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノそのため中国の宰哲に残念にもついにり：ほ2↓．．にに二

議に出席すろことがでぎなかった・

　ソ連圏ら者の入1即Dために竿呂とCl：°罫のセヒト博士に己

日数』法務省と外務1曾｝二懇Ii青に出か：十，事i皆を諜ワ返し

訴えて早急な掘．iを要望し心身共に疲ジニ因瞳し把が．

共産圏学者がアメリカその他の圏々の．字昔逼と懇談すろ

のを見るにおいて涙の出るほど嬉しく葱じた㍉の’三・　．：

問の交流に政府がつまらぬ政治的神経をつかrlニヒ歳ぎ

かしな二とであるように思った店よく皆えると二北に
そう1妄力Llつ．謡「え識ようナ三・　1．カ・し・争「可の」キ∫ra！－t．［【；oりでし

・．
C：政｝台1「rくJな1藻’1青を核ぎにL『⊂純然ノニる守呂．t　1∫て：振tt）

瞠オっれた肯’肖そな態度…二｛ま敬汕之した・

　実に中，ソ両国の二1渚を招くニヒζレ耽v。1Borries丘

授の十～めにもよるつである・

　竺棉t，は膨II｝1教授の勧／E1・．り真意ゐ．1わか1ヒ　粒てい

たのであ．．「，二．そLについ’．〔に1：き11i：殺授にS．／．．1一ろRus－

ka　教手1～・りi／・1．ll’ii｛lil．と1：t．i1’・一〔1．liJhう1：二ぎi’㌧・　『hlこ卍．　．．・
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が・意外にも多大の反響を呼び前述のように米，ソ地区：

からも多数の参加を得，なお，印度，インドネ．シア，カ

ンボジ’ヤからそれぞれ2．㌦1「TL’［／，］，b・ら6名の参IJr1者を得

たのであった．なお初め参加希醒を申出されていたオー

ストラリア，　ドイツ，フランス各国の．宮名な研究者で渡

航費の都合て参加でぎなくなった昔が数名ある．もしこ

れらの人々を加え得たならば，ということを壕えると，

夫人も加えた数十名を一一・団とする一野球チーム．t．．体を払

碍してはばかりのない「量界が同じ［1本に在る二とを思い

合わせて淋しい思いがする．

　この全身むこおいてわれわれとしては相Σi得るところが

あった．

　例えば，いままでカーテンの陰に秘められていたソ同

盟にけける電子顕微鏡研究について初めて令貌がわかっ

たこととヵ㍉　また自∫度，　ritul　1；．等に．t．s　l十る研：奄の彰こ渉己にっ

いて知り得られた二と，あるいは米国にお1．トるウイルス

および細胞についての漫れた新しい研究に接L得られた

ことなどがあげられよう・さらにまた，本邦製の電子顕

微鏡がドイツのシーメンスのものに劣らず非常に優れて

いることで各国代表を驚かせたこともその一つであろ

S・しかしなんといっても最も大きい収穫といえば電子

顕微鏡の発明者であり，また世界で最も優秀であるとさ

れているシーメンスの電子顕微篭を現在の段階までに進

めるについての殿有力者Ruska教授との数回の会合の

席上からのものであった．

　第4図　白金パラジゥムの蒸着粒子分解能が5A

以下であることを示す一（日本電子光学撮影）

　Ruska教授の話に．よると”n分は1931年に初めて電

子顕敬鏡をつくったが（この時のものは硫率も数倍程度

のもの）次第に改良1－，1934年にはすでに光学顕倣竜

の威界を超えた性能をもつものをイ乍ったのである・しか

しそれ以」．二登達させてみてもどれほど役に立つかとい

う点で物理学者達が懐疑的であったこLが，それ以後の

進展を阻止しt＝’tとのことであった，当時28オであっ

たRuska教授としてはJEむを得ぬことであったろう・

しかし彼にとっても，いや全科学界にとっても幸だった

33

ことには彼の弟で生物1・．］：：者であるH．Ruska・1：1－［：は「電乎

顕微鋭こついて1リ∫るい見透しをもっていて兄を1励吏した

ことと，シーメンス会ζ｛：に1二」｝打でありこの翠減にJI｛．「；f

に興［宋をもっhB，　von　Borriesという親友ゐ、亀一♪たこ

とであろ，このへは今同の会議に国際連合総緯とLて来

　第5図　試料を低温にすると汚れが少なくたる二

とを示す実例〔上2［4は．40’C、．ドのは室温）

一バロニアマクロ7’サの細胞膜の霊子顕徴鋸f象と

回折像一（目YH．1電r一光学娠影）

3
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日きれる予定であったが，7月．U死されたのであろ．

Ruska教授とL，［V一って籔交性もあり，言得ねもある線の

太い性格の持ユ三であるところからシーメンス会陸の重役

を説き伏せ電子顕敵鏡の製作を採りLげさせ1937年か

らRuska教授と協力してその毛成に努y）し、ついに1940

年市販用のものをつくるまでに至ったの．eある・このと

きの電子顕微鏡の分解能は（識別し得る最小限の大さ）

約30Aであった．その後この両氏の苦心の結果最近に

至り6Aまでに高められた・そして咋年この器械を用い

てFritz　Haber研究所のNeider博士が数種の有機物結

晶の原子面配列の電子顕微鏡写真を撮り，またCambri－

dge大学のMenter博士が白金フタロシアニン結晶内の

転位を撮影することに成功したのである．ところでこの

両発明者の苦心について話をきくと特に画期的なことも

ない・当然と考えられることを着々実行して改善を進め

たのみという印象を受けた・すなわち，数A程度の高分

解能を得ようとすれば試料の振動も少なくともこの程度

以下に抑えねばならぬことから試料支持について特別な

考慮を払うこと，あるいは高倍率なるが故，照射電子線

の強度を高くする必要があり，それに伴う試料温度上昇

を防ぐため照射面積を極度に小さく（1μ以下）するた

め，集束レンズを二段に用いることなどである・さらに

有機物質試料の場合には電子照射による蒸発炭素分子等

による汚染（第5図参照）が起りやすいので，これを防止

するための低温冷却のアッタチメントを用いた方がよい

写真が撮れるのであるが，その際冷却管中の液態空気の

沸騰からくる振動除去等にも留意している．ここがドイ

ツ人の偉さであろ5・要するにこの単純極まる原理が最

も実行困難なのであろう・教えられることが多かった・

いろいろの話

　その他知り得た二，三の点を挙げると次のようであ

る・ソ同盟では案外多数の電子顕徴鏡を持っており，わ

が国とほぽ同数の370台とのことであった・スライドで

示されたのは外観だ；t．⊂あって，性能は数呈的に挙げら

れてはいたが，それを亙付けする写真は公示されなかっ

た．しかしこれらの器械をつかって撮った写真から判断

すると本邦製のものの方が優れているように思われた．

ただし，いろいろの型のものの試作が盛んらしく，筆著ら

がそれについて数年前まで努力していたが，いまは本邦

ではかえりみられなくなった静電型のものに新しい考案

を加えているのを知って嬉しかった・また結像理論につ

いても日本と同じように盛んらしく，電子回折関係の研

究と密に連絡しているとのことであった．この点につい

てだけいえば口，ソの方がドイツよりやり方が進んでい

るといえよう・応用については医学方面だけらしく，金属

学への応用については日本の域には遠く及ぼぬらしい・

金属学への応用研究については，かえってCambridge

4

生　産　研　究

のCosslett教授の下で長く研究に従t’l　L．た李爵：夫人（生

産研へも訪れられ1：）とか、金属物理学の銭博±をもつ

中国の方が割合に盛んなのではなかろうかと思われる．

　　　　　　　　第　6　rgl
左よりRuska教授，筆者，石僑通商産業大臣（当時）

　中国といえば中共地区ではすでに20台を超える電子

顕微鏡を有し，極微の世界に関する研究を大いに進めよ

うとい5意気に燃え立っているようであった・現在は

20数台だが差当りもう200台位慾しいとのことであっ

た．本邦製のものを見て是非求めたいとのことであった

が，おかしなことには電子顕微鏡は共産圏への輸出禁制

品の第一級に属しているとのことで，差当っては輸出不

可能とのこと・別に大して秘密のある品でなし仮にあ

ったとしても日本から輸出しなくともすでにド．イソの

シーメンスから数台輸出されている二とであろ・日本の

中小工業泣かせ以外何の意味もない二とだ．

　当時通産大臣であった石橋さんが会場付属の展示会を

参観された際　この話をしたところ同感のようであった

から，いずれこのような不合理はおいおい修正されるも

のと考えられる．

　　　第7図　印慶代表　Prakashi比

結　　言

　国際会議についての話にかこつけて浸然と筆を進めて

しまったが，最後に一言感想を述べれば，いつの場合も

学問という共通な広場での国際的な集ウは国境を超え入

種を超えてたのしい・要するに科学は無邪筑な故であろ

う．

　最後にこの会議の組織委員各位に対して深甚なる感謝

の意を表する．　　　　　　　　　　（1957．1．22）


